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審査案件：「高知県津野町 龍馬の森間伐推進プロジェクト」

審査事項

経過報告

永続性確認結果について

高知県版J-クレジット制度 制度文書の改定について

・モニタリング報告・検証に基づく温室効果ガス吸収量の認証について

高知県オフセット・クレジット認証運営委員会資料

第22回高知県オフセット・クレジット認証運営委員会

審査案件：「高知県津野町　龍馬の森間伐推進プロジェクト」

3 その他

今後の予定等

日時：平成２８年８月９日(火）

１３時３０分～１６時００分

場所：高知県オフセット・クレジット認証センター

（一般社団法人高知県山林協会内） 会議室
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「第 21 回高知県オフセット・クレジット認証運営委員会」議事概要 

 

日  時：平成 28 年 3 月 25 日(金) 13：30～16：15 

場  所：一般社団法人 高知県山林協会１F 会議室 

出席者：小林紀之委員長（欠席）、酒井敦副委員長、仲尾強委員、松藤佑介委員、 

松本美香委員 

オブザーバー 大井通博（環境省 地球環境局 国際地球温暖化対策室長） 

J-クレジット制度管理者 萩谷千紘（環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 

市場メカニズム室 環境専門員） 

J-クレジット制度事務局 荻田竜史（みずほ情報総研株式会社） 

事務局 内村直也、三好一樹、宇久真司、安岡周総、中野比菜子 

吉川聖真、森本祐平、河合弘子 

議事 

  １ 報告事項 

（１）経過報告  

（２）高知県版 J-クレジット制度変更・更新について 

（３）高知県 J-VER プログラム認証更新について 

（４）高知県版 J-クレジット制度プロジェクトの状況について 

  ２ その他 

（１） 情報提供  

（２）今後の予定  

議事概要 

１ 報告事項 

 （１）経過報告 

  １）第 20 回高知県オフセット・クレジット認証運営委員会の議事概要 

  ・９月 11 日（金）13:30～16:00 に（一社）高知県山林協会１F 会議室で開催。 

  ・高知県版 J-クレジット制度の変更・更新について、第６回 J-クレジット制度運営

委員会において、問題なく更新が承認されたことを報告。 

・「高知県四万十市役所市有林間伐推進プロジェクト（温室効果ガス削減）」の申請

書及び妥当性確認報告書に基づき、審査を行い登録が承認されたことを報告。 

・永続性確認について、期日までに必要な資料が提出され不備がないことを報告。ま

た、現地確認を実施し森林内に崩壊等の異常がなかったことを報告。 

２）イベント出展状況の概要 

・前回の委員会以降６イベントに参加し、環境貢献型商品の展示や紹介のほか、カー

ボン・オフセット関連チラシや環境貢献型商品チラシを配布し、制度普及に努めた

ことを報告。 

３）環境貢献型商品開発・販売促進支援事業の概要 

・クレジットを活用した個別商品の開発や販売促進、特定地域協議会における商品開

発・販促支援に対して補助金を交付する事業を、今年度初めて環境省が実施。 

・全国での採択数は環境貢献型商品開発が 635 商品、特定地域協議会が 14 団体。 
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 （２）高知県版 J-クレジット制度変更・更新について 

  ・平成 28 年１月７日付けで地域版 J-クレジット制度更新申請書を J-クレジット制 

度管理者に提出し第９回 J-クレジット制度運営委員会において問題なく承認され 

た。 

 （３）高知県 J-VER プログラム認証更新について 

  ・平成 28 年２月１日付都道府県 J-VER プログラム更新申請書を J-クレジット制度管 

理者に提出し承認された。新たな登録期間は平成 28 年２月５日から平成 29 年２月 

４日となった。 

 （４）高知県版 J-クレジット制度プロジェクトの状況について 

  ・津野町および四万十市の状況について説明。 

  ・津野町のプロジェクト期間を２ヶ月間延長したことを報告。 

 

２ その他 

（１） 情報提供 

 ・環境省（大井室長）から「COP21 の成果と今後」について説明がなされた。 

 ・一般社団法人 海外環境協力センター（松藤委員）から「環境貢献型の商品開発・ 

販売促進支援事業の概要」について説明がなされた。また、「海外のボランタリー 

カーボンマーケット及びカーボン・プライシング」について説明がなされた。 

 （２）今後の予定 

  ・第 22 回委員会については７～８月頃に開催予定。 
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◆研修会の開催等

4月22日
「（高知県林業振興・環境部）振興課関係業務担当者会全体会」（共済会館）
出席者：高知県 林業職員　90名

5月9日
  ～5月17日

「林業事務所担当者会」（5林業事務所）
出席者：管内28市町村、24森林組合、林業事業体等　315名

5月12日
「平成28年度市町村森林土木担当職員研修会」（高知商工会館）
出席者：市町村 森林土木担当者　94名

5月25日
「森林土木協会総会」（高知商工会館）
出席者：建設業者　57名

6月14日
「土佐経済同友会環境委員会」（ホテル高砂）
出席者：土佐経済同友会環境委員会　14社

◆イベント出展

5月28日
　  ～29日

「足立区地球環境フェア2016」（東京都足立区）
来場者：21,800名（2日間合計)
　
　足立区が高知県の森林吸収J-VERのほか、秋田県八峰町、新潟県阿賀町のクレジッ
トを購入し、イベントの開催に伴い排出されるCO2をカーボン・オフセット。
　昨年度に引き続き足立区から、カーボン・オフセットをとおし足立区民に森林をより
身近に感じてもらうきっかけにしたいとの話があり、オープニング・セレモニーでカー
ボン・オフセット証明書の授与式を開催した。また、ブースを出展し、環境施策やJ-
VERプロジェクト、環境貢献型商品（商品化予定含む）を展示、販売した。

◆直近の高知県J-VERの活用事例

2016/3/29
(無効化完了日)

「奥四万十博」をカーボン・オフセット。
クレジット活用者：奥四万十博推進協議会
活用クレジット：高知県中土佐町四万十黒潮の森間伐推進プロジェクト　80t-CO2
　　　　　　　　四万十町森林組合温室効果ガス吸収間伐推進プロジェクト
　　　　　　　　～山、川、海、自然が人が元気です～３０t-CO2　合計110t-CO2
内容：高知県の奥四万十地域の豊かな自然や文化を全国に情報発信し、地域の良さを
          知ってもらうために奥四万十推進協議会が四万十流域の森林整備により創出さ
          れたクレジットを活用し、カーボン・オフセットを実施した。

2016/6/13
(無効化完了日)

自己活動のカーボン・オフセット。
クレジット活用者：株式会社ニューポート
活用クレジット：高知県中土佐町四万十黒潮の森間伐推進プロジェクト　114t-CO2
内容：株式会社ニューポートが2015年１月～12月の自己活動（輸入、スタッフの
          通勤＆出張、倉庫使用電力、商品発送）のオフセットを実施した。

2016/7/22
(無効化完了日)

「G7　2016　伊勢志摩サミット」をカーボン・オフセット。
クレジット活用者：ニッポン高度紙工業株式会社
活用クレジット：高知県安芸市五位ヶ森CO2吸収プロジェクト　100t-CO2
内容：ニッポン高度紙工業株式会社が、「G7　2016　伊勢志摩サミット」開催に
          伴って発生する温室効果ガス排出量のカーボン・オフセットに協力するため。

2016/8/3
(無効化完了日)

「G7　2016　伊勢志摩サミット」をカーボン・オフセット。
クレジット活用者：福島ミドリ安全株式会社
活用クレジット：高知県津野町　龍馬の森間伐推進プロジェクト　50t-CO2
内容：福島ミドリ安全株式会社が、「G7　2016　伊勢志摩サミット」開催に
          伴って発生する温室効果ガス排出量のカーボン・オフセットに協力するため。

2016/8/3
(無効化完了日)

「土佐の宵まつり（お祭り）」をカーボン・オフセット。
購入者：土佐の宵まつり実行委員会
活用クレジット：高知県高知市よさこいの森CO2吸収プロジェクト　８t-CO2
内容：祭りをとおし、市民に地域の環境保全と経済の両立について発信するため、
　　　実行委員会が鏡川流域の森林整備により創出されたクレジットを活用し、
　　　カーボン・オフセットを実施。

高知県版J-クレジット制度の普及促進
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